
米欧タカ派スタンス警戒で70ドル割れ
NY原油先物相場は、1バレル=72.72ドルまで上昇した後、69ドル台前半まで反落する展開になった。

週前半は中国の需要不安後退もあり、押し目買い優勢の展開になった。しかし、その後は改めて中国経

済の減速懸念を織り込む動きがみられたこと、更には米欧の中央銀行の引き締めスタンスの強さが嫌気

されたこともあり、70ドルの節目を割り込む展開になった。米原油在庫は減少しているが、マーケット

の反応は限定的だった。

6月21日と22日にパウエル米連邦準備制度理事会（FRB）議長の議会証言が行われたが、直近の米連邦

公開市場委員会（FOMC）で当局者の年内利上げ予想が2回と示されたことについて、事実上の支持を

表明した。強力な利上げ政策に実体経済が対応できないリスクが警戒される中、株価連動で原油相場も

上値の重い展開になった。22日にイングランド銀行（英中央銀行）が予想を上回る0.50%の大幅利上

げに踏み切ったことも、投資家のリスク選好性の後退を促した。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（6月16日時点）は、原油が前週比383万バレル減、ガソリ

ンが48万バレル増、石油精製品が43万バレル増となった。

©Marketedge Co.,Ltd. All Rights Reserved.

原油ETF証拠金取引
WEEKLY REPORT
2023/06/26号

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。

1

マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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70ドル絡みの展開が続く、米欧当局者タカ派だと上値重い
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【展望】

根強い需要不安が70ドル台前半で上値を抑える一方、70ドル

割れの価格水準では値ごろ感から買いを入れる動きが想定さ

れ、70ドル絡みの展開が続こう。米欧中央銀行のタカ派スタ

ンス、中国経済指標の下振れなどで値下がりすると物色妙味

が維持される一方、70ドル台中盤では上値を抑えられる展開

が続く見通し。

6月26日から3日間行われる欧州中央銀行（ECB）フォーラム

には、日米欧の中銀トップが出席する予定になっている。前

週は米欧金融政策のタカ派姿勢に対する警戒感が株価同様に

原油相場の上値を圧迫したため、ここで改めて積極的なイン

フレ対応の方針が示されると、改めて上値を圧迫される可能

性が高まる。

また、6月30日には中国の6月製造業PMIが発表される。最近

の原油市場の傾向として、原油需給よりも中国マクロ経済指

標に対する関心が高いため、中国経済の減速懸念を更に高め

る内容になった場合にも、上値を圧迫されよう。直近安値

66.80ドルを下抜くと、チャート主導の売り圧力も警戒され

る。

一方で、7月にはサウジアラビアが日量100万バレルの減産に

踏み切る。また中国の石油需要は実際には目立った悪化を見

せておらず、年後半の需給引き締まり観測に大きな変化は見

られない。米政府が戦略石油備蓄（SPR）購入の強化を検討

するレベルの安値であり、引き続き70ドル割れの価格水準で

の物色妙味は維持されよう。70ドルを挟んでの売買環境が続

く可能性が高く、明確な売買テーマの浮上が待たれる局面が

続こう。
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1976年千葉県生まれ。筑波大学社会学類卒。商品先物会社の営業本部、ニュー
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